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1．はじめに 
表面被覆工法によるコンクリート構造物の補修施工では、補修材と既設コンクリートとの付着を十分に確保する
ため、既設コンクリート表面において下地処理が施される。下地処理では、ウォータージェット等を用いて表層部
の劣化したコンクリートを除去する場合が多いが、表面処理の程度（劣化コンクリートの除去深さ）を合理的に決
定するためには、構造物ごとに表面からの深さ方向におけるコンクリートの劣化状況を適確に診断することが重要
と考えられる。しかしながら、現時点では、この目的に応じた適切な手法は確立されていないのが現状である。 
そこで本研究では、実際の構造物の表層部において切削処理により表面からの深さを変化させつつテストハンマ
ー試験を行い、表面処理深さと反発度との関係を求めた。そして、反発度を用いたコンクリート表層部の劣化状況
の診断手法について考察を加えた。 
2．実験概要 
2.1 構造物概要 
 対象とした構造物は、浄水施設における、竣工後約 26年を経過した鉄筋コンクリート造貯水槽（容量約 3,700mm3、
コンクリートの設計基準強度 210kg/cm2）である。この構造物は、水槽壁面への表面被覆補修などが計画されてお
り、補修工事実施のため水槽より水抜きをした状況下で実験を行った。実験箇所は水槽の壁（壁厚 400mm）部分に
おけるコンクリート表層部とし、底面より 150cm程度の高さにある部位を選定した。該当箇所は、常時水面下にあ
り、表面は常に消毒済み飲料水と接触している。浄水施設においては、水酸化カルシウムなどのセメント水和物が
溶出することなどによってコンクリートの表層劣化が生じる 1)ことが確認されており、本研究で対象とした箇所で
も同種の劣化の発生が想定される。 
2.2 測定概要 
 対象とした壁面の補修計画では、ウォータージェットによる表面処理深さの仕様として 5mm が規定されていた
ため、実験では、壁面上の代表的な 2点(A, B)においてまず表面処理を行っていない面（処理深さ 0mm）でテスト
ハンマー試験を行い、さらに、グラインダーにより表面を 5mm切削（処理深さ 5mm）した後再び表面の反発度を
求め、処理前後での反発度の比較を行った。一方、処理深さ 0mmおよび 5mmのいずれの場合についても、テスト
ハンマー試験後に表面に鋼製ジグを接着し建研式付着試験を行って付着強度を求めた。さらに、表層部における深
さ方向の劣化状況を詳細に検討するため、上記とは別の 3点（C, D, E）においてグラインダーによる切削深さを 0
～13mmの間で適当に設定(C点: 0, 2, 3, 4, 6, 8, 10mm, D点: 0, 1, 2, 4, 5, 8, 13mm, E点：0, 1, 2, 4, 6, 8, 11mm)し、表面か
らの深さと反発度との関係を求めた。コンクリートの切削状況を写真－1に、また、テストトハンマーによる壁面 
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写真－1 コンクリートの切削状況 写真－2 テストハンマー試験状況 
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の打撃状況を写真－2に示す。本測定では、テストハンマーとしてはN型シュミットハンマーを用い、各点につい
て 20回打撃して得られた値の平均値を反発度とした。 
3．実験結果および考察 
3.1 反発度と付着強度 
 表面処理の前後における反発度および表面付着強度を、
それぞれ表－1に示す。反発度は、処理深さ 5mmにおい
て、処理前の場合の約 1.6 倍となっており、表面切削の
効果が明確に現れていることがわかる。一方、付着強度
も、表面処理後において明らかに大きくなっているが、
反発度と比較すると値の増加率は小さい。これは、付着
試験では、鋼製ジグの接着のために処理深さ 0mm の場
合においてもごく軽微な表面処理が施されているため、
事実上無処理の面よりも付着強度が大きく評価されてい
ることによるものと考えられる。これらから、表層部コンクリートの強度性状における評価の観点から見れば、付
着試験により得られる付着強度よりも反発度の方が、より感度の高い指標となりえる可能性があることがわかった。 
なお、劣化コンクリートに対する反発度の適用については、圧縮強度 5MPa程度までの範囲において強度と反発
度の間に良好な相関関係が得られるという研究成果 2)もあり、適用範囲についても問題はないものと考えられる。
また、実構造物における反発度の測定においては、コンクリートの含水状態が反発度に与える影響を考慮する必要
があるが、湿潤状態と乾燥状態での比較では、
反発度の差は2～4程度であるとの報告 3)があ
り、本結果において処理前後での値の違いを
評価する上では影響の程度は小さいことも明
らかとなった。 
3.2 表面処理深さと反発度 
図－1 に、表面処理深さと反発度の関係を

示す。これによれば、いずれの測点において
も、深さ 5mm までの間、反発度は徐々に増
加し、その後頭打ちになっている傾向が見ら
れた。反発度の変化の傾向から、表層部の劣
化は表面から深さ 5mm 程度にまで及んでい
る可能性が考えられ、逆に深さ 5mm 以降で
はコンクリートの品質の変化は小さいことが
推測される。このように、表面から徐々に切削処理を施しつつ、深さに対応した反発度を求めることによって、コ
ンクリート表層部の劣化状況をごく簡易的に診断する手法の可能性が示された。今後は、さらに、こうして求めた
反発度と表面での付着強度との関係を詳細に検討する必要がある。反発度と付着強度との関係が明らかになれば、
補修施工計画の段階で図－1 に示す関係を求めることにより、反発度から付着確保に必要とされる処理深さを合理
的に決定することができるようになるものと考えられる。 
4．まとめ 
 本稿では、テストハンマー試験で得られる反発度からコンクリート表層部の劣化状況を簡易的に評価することが
可能であることを示した。さらに、既設コンクリートの表面処理深さを合理的に決定するための手法について述べ
た。 
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図－1 表面処理深さと反発度の関係 

表－1 反発度と付着強度 
実験ケース 反発度 付着強度

(N/mm2) 
27(点A) 2.16 ① 処理深さ 0mm 
29(点B) 

28 
2.24 

2.20 

43(点A) 2.83 ② 処理深さ 5mm 
46(点B) 

45 
2.68 

2.75 

増加率（②／①） 1.61 1.25 
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